
3学年算数科学習手旨導案   

児 童 札幌市立山の手小学校 3年2組 男子15名 女子15名 計30名  

指導者 札幌市立山の手小学校  

1．単元名 「三角形」  

2．単元について  

教諭  山 谷 陽 子  

としての角に着目させる。角の大きさの意味と角  

の大小比較，相等を理解させることによって，角  

の形は，2つの辺の開き具合として，具体的な形  

を通してとらえさせることになる。  

図形領域については，前学  

年では基本的な平面図形であ  

る長方形や正方形について，  

構成要素である辺や頂点の数  

また，この単元の特徴とし  

て，定規やコンパスを用いて  

操作活動をする場面が多い。  

それらの操作は，独立してい  

本単元にかかわ  

る既習事項  

コンパスの  

有効性  

や直角の有無に着目して分類整理し，三角形や四  

角形の定義や特徴を学習している。また，それら  

の図形を2づの合同な三角形に分けると1つの直  

角をもった直角三角形になることについても，既  

に理解している。  

るのではなく深い関連をもっている。操作活動と  

学習内容との関連を十分検討することが必要であ  

る。特に，－コンパスについて，円をかく以外に長  

さを測りとる道具としての使い方についても学習  

を深めることが大切である。  

以上のねらいを達成してい  

くためには，「構成要素の何  

に着目していけばよいか」と  

本単元では，これらの既習  

事項を基に，三角形について，  

直角の有無だけでなく，辺の  

長さの相等関係に着目するこ  

三角形の見直し  

を図る  

操作活動を大切  

にした授業を  

いうような直感力や，「この  

性質を使えばかけそうだ」などの類推する力が大  

切になってくる。このような考え方を身につけさ  

せていくためl羊，操作活動を大切にして，選出⊆  

対する考えやその根拠をもたせた．り，根拠をはっ  

きりさせるために何を観点にして考えたかを明ら  

とによって三角形を見直し，基本図形である「二  

等辺三角形」「正三角形」の定義や性質を明らか  

にしていく▲ことになる。   

定義や性質に基づいた図形の判断は，今までの  

子どもの主観的な見方や，誤った概念について，  

客観的・数学的に見直しを迫ること・になる。例え  
ば，・3辺の長さが，それぞれ，5cm，3cm，5c皿  

の二等辺三角形でも，5cmの辺を底辺におくと，  

二等辺三角形と認めにくい子どもが多いわけであ  

る。図形を考察するときは，頂点，辺の数，角の  

大きさ辺の長さに目を向ける態度をふだんから身  

につけさせることが必要である。   

また，前学年の長方形と正方形のように，二等  

辺三角形と正三角形については，正三角形の条件  

を1つはずすと二等辺三角形になる。二等辺では  

さむ角を直角にすると，直角二等辺三角形になる。  

このように，条件を付け加えたり，はずしたりし  

て相互の関係を理解させることにより，二等辺三  

角形や正三角形について，定義や性質をより明確  

にとらえさせていく。  

かにする力を伸ばし，，さらに，活動を通して，自  

分らしさを生かした表現力を育てたいと考える。  

3．・単元の目標   

［算数への関心・意欲・態度］  

・条件にあった正三角形，二等辺三角形をいろい   

ろな道具を使い作図しようとする。  
・必要な箇所を測定し，性質を見つけたり作図し   

たりしようとする。  

［数学的な考え方］  

・図形を構成する要素の個数，大小，形，．相等関   

係に着目し，図形を弁別できる。  

［数生や図形についての表現・処理］  

・定規やコンパスを使って，正三角形や二等辺三   

角形を正しく作図できる。  

［数生や図形についての知識・理解］  

・二等辺三角形や正三角形について，概念や性質   

がわかる。   

さらに，三角形の作図を通  

して正三角形や二等辺三角形  

の相互の関係に気づいたり，  

角 の概念  

三角定規の角を調べることを通して，図形の特徴  



4．根拠を明確にした単元構成  イ中間分けの観点は，①辺の色によって，②直角  

があるかないかによって，③全体の形がとがって  

いるか平らになっているかによって，などが予想  

される。   

集団での検討において，まず③の観点について  

「問い」をもたせる。③の観点では，三角形を置  

く位置や見る方向によって，とがって見えたり平  

らに見えたりすることから， 

間分けであることに気づかせていく。   
②については，構成要素に着目した分け方であ  

るから，はっきりとした弁別となるが，直角三角  

形以外の三角形が数多くなることに，子どもたち  

は物足りなさを感じるだろう。   

そこで，－①の観点，または①と②を合わせた観  

点のよさに気づくことになる。色の違いは，辺の  

長さの違いにあることを確認し，二等辺三角形と  

正三角形の意味に迫っていく。  

子どもたちは，まだ，図形を  

直感的に弁別したり，概形だけ  

でとらえていく傾向にある。   

この単元では，子どもたちの  

問題意識が高  

まる場面は？  

図形に対する見方を，辺の長さや角の大きさなど  

の図形の構成要素に着日して，分析的にとらえて  

いく見方ができるように養うことが，・教材の本質  

であると考える。   

単元の中で，子どもたちが一番困る状況に出会  

うのはどこの場面なのか。   

それは，三辺の長さが決まった二等辺三角形の  

作図であろう。   

辺の長さを決めずに，自由に二等辺三角形をか  

くことは比較的容易である。まず，2つの等辺を  

引き，次に残りの一辺を結べば定規1本で簡単に  

作図することができるからである。．  

・しかし，一学級全員が同じ二等辺三角形をかくこ  

とにし，3つの辺の長さが決まっているという条  

件がついた場合，子どもたちは因ってしまう。   

それまでによさを感じていた方法が使えなくな  

るからである。また，∴等辺の一辺や底辺を先に引  

いた場合も，定規だけで作図すると，なかなか三  

辺がぴったりと合わなくなってしまう。   

3学年部会では，この間層状況に出会った子ど  

もたちが，どのようにして問題解決していくかに  

ついて研究の焦点を当てて単元構成をした。  

3時間目からは，新しく知  

った二等辺三角形・正三角形  

．をかくことができないか，と  

いう学習へ発展する。3～4  

「問い」がどの  

ように深まるか  

時間目の2時間をかけて，簡潔で一般化できる二  

等辺三角形のかき方を追求し，さらにその方法が  

正三角形の作図の場合でも使えることに気づかせ  

ていくのである。3時間目では，個々の子どもが  

自分なりの方法で自由な大きさの二等辺三角形を  

かく。試行錯誤する子どもがいたとしても，2つ  

の等辺を引いてから底辺を結ぶ，定規1本の方法  

のよさを見出していくはずである。また，コンパ  

スを使って等辺の交点を見つける方法でかく子ど  

もがいたとしても，その意味を理解できていると  

は限らない。この時間では，個々の子どもに「二  

等辺三角形をかくことができた」という意識をも  

たせることをねらいとしており，それぞれの方法  

を軽く交流する程度とし，集団で検討して吟味す  

ることはしない。   

本時4時間目では，問題場面に出会った子ども  

たちに，自分でかいてみたい方法・かけそうな方  

法を決定させてから取り組ませる。   

「どの方法を使って，どんなことで因っている  

のか」という「問い」を明確に意識させることが，  

その後の集団での検討に必要感をもたせることに  

なる。かけなかった子どもと，かけた子どもとの  

かかわり合いを通して，「なぜ，その方法を使うと  

正確にかけるのか」を理論的に考えて，追求を深  

めていく。 

1時間目では，色を変え  

た4種類の長さのストロー  

を使って三角形を構成する  

活動を行う。構成ができる  

三角形の構成活動  

での「問い」  

三角形は，正三角形・二等辺三角形・直角三角形・  

その他の三角形である。この活動の中で，子ども  

たちは，「もし2辺の長さを同じ色にしたら？」  

「全部同じ色にした．ら？」「全部違う色にした  

ら？」と，自分自身に対話しながら「問い」を生  

んでいくのである。   

また，ここで，6ch，6cm，13cmのように，  

三角形が構成されない場合も取り入れたのは，辺  

の長さの関係への気づきも生ませたいからである。   

学級全体で様々なたくさんの三角形ができあが  

ると，仲間分けの必要感が生まれてくる。 ＿   

2時間目では，子どもたちが作った中から12  

個程度の三角形を取り上げ，自分の観点で仲間分  

けをしていく。  



5．単元の構成（4時間扱い本時4／4）  

：6cm，8cm，10cm，13cm  

が，とりあえず作成す  し，作成後の三角形の  

イメージをもってか  ることで，三角形の構  

ら，ストローを選択し  成要素を体感してい   

個の解決活動の場  

・子ども一人一人の意識の流  

れが分かるように，取り組  

んだ活動の足跡（少なくと  

も最初に置いたストロー  

はどれか）をシートに残さ  

せることが必要である。  

んかった三角  ・はじめはイメージをもたな  

・2つの辺を，同じ長さにした  
をもった活動へと変えてい  

きたい。次はどんな？何色 

たら，向きを変えても形が  

きないものがあることに  

よく似た三角形があるなあ。（辺の色・形） 

っきりさせた交流が  

JllヽI  

分けの観点になっていく。  

・おそらく，全体の形と，使  



本時は，前時に残ちた問  
いが課題となる。したが  

って，すぐに解決活動に  

入ることになる。前時の  

流れから，仲間分けの観  
点については，形や辺の  

長さになっているはずで  

ある。また，子どもによ  

っては，向きが違うと，  

形も違うという子もいる  

ので交流の中で納得させ  

ていきたい。  

平べったい，とがってい  

るという表現は，あいま  

いな表現なので，一般化  

していく必要がある。基  

準をはっきりさせていく  

ことが，全体での交流・  

検討活動となろう。その  

結果，共通の観点（辺の  

組み合わせ方）の必要性  

に気づくことになるはず  

である。  

問
題
の
理
解
 
解
決
の
計
画
・
実
行
 
 

みんなで，作ったいろいろな三角形を仲間分けしてみよう。  

ここでの学習の流れと意  

識が，これからの図形の  

学習で弁別をする際の基  

盤となるこ感覚的であい  

まいな分け方ではなく，  

構成要素に着目した分け  

方が必要であると実感さ  

せていくことが大切であ  

る。   

3つの辺がそれぞれ違う仲間  3辺の長さが全て同じ  

6，6，6・8凰8  

10，10，10・13，   

6，8，10  

6，10，1  

・6，8，13  

8，10，13  

2つの辺が同じ長さの仲間  

6，6，8・6Å10  

8凰6・8β，10  

8，8，13・10，10，6  

10，10，8・10，10，13  

13，13，6・13，13，8  

13，13，10  

数学的な考え方  

辺の長さに着目し，  

二等辺三角形や正三  

角形の特徴に気づく  

ことができる。  

個の解決活動の場  

全体での交流場面だけで  

は，なかなか二等辺三角  

形や正三角形の辺の長さ  

の特徴を，実感すること  

ができない子もいるかも  

しれない。したがって，  

一度自分の作成した三角  

形に立ちもどってみる必  

要性がある。   

二等辺三角形と正三角形を知る。  

もう一度，自分の作った三角形を仲間分けしてみよう。  

次時の活動への意  

欲づけをしておき  

たい。  

二等辺三角形を，ストローで作ることが  

できたけれど，かくことはできるかな。  



3
 
・
 
 4
 
 

問
題
の
理
解
 
解
決
の
計
画
・
実
行
 
 

作図を通して二等辺三角形の  

構成要素を実感していく場面  

である。本時は，長さに条件  
をつけないで，二等辺三角形  

をかかせたい。まずは，子ど  

も一人一人が「二等辺三角形  

をかく方法」を，積極的に見  

つけ出すことが重要である。  

ここでたっぷりと活動にひた  

らせることが，次時への意欲  

づけにつながる。   

二等辺三角形をカユく こ とえlミ  
できるカゝな○  

算数への関心・意欲・態度  

自分なりの考えをもって，二  

等辺三角形をかこうとする。  

頂点を決め，先  

に等辺をかく  

考えが多いだ  

ろう。定規のみ  

を使用する子  

が大半であろ  
うが，コンパス  

を利用する子  

も出てくる可  

能性がある。  

できたような気がす  

るんだけれど…・・・  

自分の学びの足跡を残させて  

いきたい。どんな考えをもっ  

てその作図をしたのかを残す  

ことで，交流場面で自分中学  

びを振り返ることが可能とな  

る。特に，以下の点を大切に  

したい。  

・・どこからスタートしたの   

か？（頂点，辺）  

・かいた辺の順番は？  

・使った道j引写？  

・・困った点は？   

あれ？うまくいかないよ。  

やった！上手くかくことができたよ。  

個の解決活動の場  

子どもたちの作図活動では，  

辺の長さを正確にさせていき  

たい。子どもたちは，「何とか  

二等辺三角形をかきたい」と  

願っているため，実際には等  

辺ができていないのにもかか  

わらず，自分では二等辺三角  

形のつもりになって，満足し  

てしまう蓼合がある。  

△  
この考えが一番多い  

だろう。2つの辺の  

長さを揃えたいとい  

う意識が強いためで  

ある。  

ノ．   、．．．．．．．．．処ノ   
同じ長さの直線をか   

くためには，コンパ  

スを使えばよいこと   

に気づいた。  

㌧／   ＼′／′  

2本の定規を使って，な  

んとか長さを揃えよう  

とする子もいるだろう。  

正確かどうかにこだわ  

らせたい。  
数量や図形についての表現・処理  

正確に辺の長さを測りとり，  

二等辺三角形をかくことがで  

きる。  ひとつの二等辺三角  

形ができたから満足  

している子には，  

「その方法は，他の  

大きさの二等辺三角  

形にも使えるのか」  

「別の方法でもかけ  

るのか」といった支  

援が必要である。  

集団での交流・検討活動  
意図して全体での交流を組  

織する必要はない。しかし，  

場合によっては，小集団の交  

流が起こる可能性があるが，  

それは認めていきたい。   

同じ長さの直線をか  

くためには，コンパ  

スを使えばよいこと  
に気づいた。  

1辺は決められるの  

だが，他の2辺がど  

うしても決められな  

い。教師のかかわり  

がかなり必要。  



卸
間
題
の
理
解
 
 

本時の活動は，前時に得た  

「二等辺三角形をかく方  

法」に，条件をつけられた  

ことで，そのまま使うこと  

ができなくなってしまう場  

面である。ただし，どの「二  

等辺三角形をかく方法」も，  

考えを深めていくことで，  

条件がついた二等辺三角形  

でもかくことができるとい  

うことにつながっていくこ  

とを実感させたレ㌔つまり，  

自分の上手くいかなかった  

と考えてしまった方法も，  

決して間違っていたわけで  

はなく，その延長上に，よ  

り便利な方法があるという  

ことに気づかせていくこと  

が大切である。コンパスを  

利用することの本当のよさ  

を実感させるためには，失  

敗をしてしまった線を，確■  

実に残させておくことが必  

要である。全体交流では，  

この残された線こそ，考え  

の見直しを図る重要な役割  

を果たすことになるはずで  

ある。  

3つの辺の長さが，それぞれ8cm，8cm，11cmの  

二等辺三角形をかけるかな。  

解
決
の
計
画
・
実
行
 
 

等辺をかいて  

から，もう1辺  

をかく。  

等辺のうち1本  

をかき，それか  

ら底辺をかく。  

1辺をかいてか  

ら，その両端より  

等辺をかく。  

1点を決め，そこから  
1辺をかいてから，その  

両端より，コンパスを利  
ンパスを利用すること  

で等辺をかき，弦の長さ  

を決める。  して等辺をかく。  

全体交流は，子どもたちの  

「みんなの考えを知りた  

い」という必要感によって  

支えられる。  

子どもの必要感から  

算数への関心・意欲・態度  

うまく作図できない問題  

点を見つけ出し，それを  

解決しようとする。  

数学的な考え方  

コンパスを使うと，等距  

離を測りとることができ  

るとともに，二等辺三角  

形のかき方を考えること  

ができる。  

これが一番多い  

だろう。1本の  

定規でやってい  

ることから，円  

をかいている感  

覚をもたせると  

よし㌔ コンパス  

のよさが分かり  

やすい。  

定規を2本使っ  

ていることか  

ら，発展させて  

いくことが可能  

であろう。失敗  

した線を残して  

おくと理解する  

であろう。つま  

ずきを大切I㌔  

・スタートポイント・かいた辺の  

順序・使った道具・困った点  

どうすれば，3つの辺の  

長さは合うのだろうか。  

考えが深まっていく様子  

を，板書で構成しておきた  

い。自分の考えの位置づけ  

になる。  

ためしに，コンパスを使って二等辺三角形をかいてみたいな。  

最後の場面で，コンパスの有効性を全員に実感させ  

るとともに，二等辺三角形の構成要素（2つの辺の  

長さが等しい）に目を向けさせていきたい。   



6．本時の学習（4／4）   

（1）本時の主張  

ないことに気がつき，そこからコンパスを使う方  

法へと転換していくことが必要である。、   

しかし，コンパスとは円をかくための道具であ  

る，という意識の強い子どもには，コンパスをど  

う利用すると作図できるのかを見つけ出していく  

ことは難しい。   

そこで，他者とのかかわりが必要となる。   

集団での検討では，最初に，底辺の両端から定  

規を使って交点を見つけようとしてもうまくいか  

ない，という子どもの困りを取り上げる。かけな  

かった子どもと，かけた子どものかかわり合いを  

通して，コンパスをどのように使うとびったりと  

等辺が合うのかを学び合っていく。ここで，重要  

なことは，知っている子ども，分かっている子ど  

もの発表の場だけとなってしまうのではなく，そ  

のような子どもた■ちにも追求が深まるような検討  

にしていくことである。  

前時の学習では，個々の子ど  

もが自分なり・の方法で自由な大  

きさの二等辺三角形をかいてい  

る。   

多くの子どもは，試行錯誤が  

活動の中から  

「問い」が生  

まれる  

あったとしても，2つの等辺を引いてから底辺を  

結ぶ，定規1本の方法のよさ 

また，コンパスを使って等辺の交点を見つける  

方法でかいた子どもがいたとしても，その意味を  

理解できているとは限らない。   

本時では，鮎m，鮎m，11cmと3つの辺の長さ  

が決まっている二等辺三角形をかく問題を設定す  

る。問題を見ただけでは，子どもたちは，前時と  

違ってどこが難しいのか，まだ明確にはならない  

であろう。．実際に取り組んでいく中で，難しさが  

はっきりしていくのである。   

個の解決活動に入る前に，「前時に使った方法  

でできそうか」と問い，自分でかいてみたい方法  

を決定させてから取り組ませていく。   

2つの等辺を先に定規でかく方法を使う子ども  

たちが多いことが予想されるが，この方法を使っ  

た子どもたちは，最後の1辺（底辺）がなかなか  

11cmにならないことに困るであろう。   

また，等辺の1辺を先に引き，次に等辺を引く  

方法を使った子どもたちは，残りの1辺（等辺の  

もう1辺）が最初に引いた等辺の先端とびったり  

合わないこ・とに困るであろう。   

底辺を先に引いて，両端から等辺を合わせる方  

法を使った子どもたちは，2つの等辺がなかなか  

びったり合わないことに困るであろう。   

個の解決活動の場では，子どもたちに，「どの方  

法を使って，どんなことで因っているのれ とい  

う「問い」を明確に意識させることが重要である。  

いずれの場合も，「最後の1辺がぴったりと合う  

方法はないだろうか。」という「問い」を共有化し  

ていくことができるのである。  

そのためには，「どうして，  

コンパスを使うと交点が見つか  

るのか」という「問い」を大切  

に扱う。   

コンパスによって描かれる線  

検討によって  

個々の追求を  

深める  

は，ある点から等距離の位置を表していることを  

もとにして，二等辺三角形の作図を論理的にとら  

えることができるようにさせていくのである。   

この考え方を使うと，等辺から先にかく方法で  

困っている子どもたちの問題も解決していけるの  

である。右図のように，等辺の  

1辺＆mを引いてから（①），  

コンパスで弧を描き（②），底  

辺11cmと交わった点③と，等  

辺の1辺の先端を結ぶ（④）と  

よいのである。   

このように，コンパスで描かれる線の意味を問  

うことによって，個々の子どもの追求が深まる集  

団での検討としていきたい。  

（2）本時の目標  

［算数への関心・意欲・態度］  

・うまく作図できない問題点を見つけ出し，そ   

れを解決しようとする。  

［数学的な考え方］  

・コンパスを使うと等距離を測りとることがで   

きることをもとに，二等辺三角形のかき方を   

考えることができる。   

この「問い」によって個々の  

子どもにとっての問題が明らか  

になり，それを解決していく活  

動へと向かっていく。   

この間題を解決していくため  

どのように問  

題解決してい  

くか  

には，定規だけでの作図では，あまりうまくいか  



7．本時の展開  

子どもの意識の流れと学習活動  教師のかかわり  

3つの辺の長さが，それぞれ8cm，8cm，11cmの二等辺三角形をかけるかな。  問
題
の
理
解
 
解
決
の
計
画
・
実
行
 
 

前時の段階  

で，すでに，  

等辺以外の  

辺の長さを  

決めるのが  

難しいとい  

うことに気  

づいている  

子もいるは  

ずである。ど  

うすれば，決  

めることが  

できそうな  

のか見通し  

をもたせて  

いきたい。  

また，すでに  

コンパスを  

利用してか  

いている子  

には，どうし  

てその方法  

は有効なの  

かを考えさ  

せていきた  

い∩  

既習から，形の見 前時の段階で，最後 前時の経験から，2 前時の活動に満足して  

通しをもっている の1辺を決めるのが 辺の長さを決める方 り，その方法で，どん  

子ども。  難しいことを経験し 法を思い出そうとし 二等辺三角形でもかける  

ている子ども。  ている子ども。  と考えている子ども。  

前時に取り組んだシートが，本時の子ども  

たちの活動を支えることになる。  

解
決
の
検
討
 
 

下から上への  

発想  
頂点を先に決  

めている子に  

とっては，難  

しい発想かも  

しれない。た  

だし，将来「合  

同」につなげ  

ていくために  

は，しっかり  

とおさえてお  

きたい。  

上から下へ  

の発想  
コンパスの  

よさを，一  

番実感しや  

すいかもし  

れない。  

円をかいて  

いる感覚を  
もたせる  

と，理解を  

しやすいだ  

ろう。  

偶の解決活動  
前時と違っ  

て，3辺の長  

さがぴった  

りと合わな  

いことに問  

題意識を焦  

点化してい  

く。   
自己の学びのシート  

・スタートポイント  

・かいた辺の順序  

・使った道具  

・困った点  

・なぜそう考えたのか  

交流の観点  

どうすれば，3つの辺の長  

さは合うのだろうれ  

集団での交流・検討活動  

なぜコンパスを使うと，困っ  

た点が解消されていくのか  

を考えさせる。  

コンパスの有効性を全員に  

実感させるとともに，二等辺  

三角形の構成要素（2辺の長  

さが等しい）に目を向けさせ  

ていきたい。   全員が体験する  二等辺三角形や，正三角形をかいてみたいな。  


